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概要　新 生 児期 に お け る 心 肺機能 の 急激 な 変化 の 一端 を うか が 5 た め に，生 後 24時 間 以 内 に お け る 正 常新 生 児

の 赤 血 球を 中心 とす る 血 液成 分 の 変動 を 詳 細 に 追求 し ， 次 い で そ の 変動 の 本態 に 関 し て 推論 を 試 み た ．対象 は

正 常分 娩親 生 児 で ，生 後 1週 間 迄 に 異 常 を 認 め な か っ た 62例 の 足 踵 動 脈 化 毛 細 管 血を 材 料 と し た ．

　1．　 亅宜L球 容積 ，血 色 素量，赤 血 球数 は 2 〜4 時間後 に は 出生 直 後 に 比 し て 有 意 に 上昇 し ， 以 後 は 再 び 低 下 す

る傾 向を 有す る．

　2．　 こ の 三 値 の 変動 は 平 行酌 で は な く 平均 赤 血 球 血 色 素 濃度 tr　2 〜8 時 間 で は 有意 に 増 加 し，10〜18時 間 で

は 2 〜8 時間値 に 比 して 再 び 有意 に 減 少 す る ．

　3．　 生 後24時 間 に お け る 体 重 減 少 は 平 均 4．3％ で あ り，こ の 期 間 に 血漿 Na 値 に 著変 は 認 め ら れ ず，血 液成

分 の 変動 に 脱 水 の 役 割 は 殆 ん ど な い と 言 え よ う．
4．　 1血漿 総 蛋 白 は 24時 閭 後 に は 有意 の 減 少 を 示 す が，蛋白分画 比 は 変化 し て い な い ．
5．　 血液 pHお よ び Pco

， は 2 〜 4 時 間 以 後 は 7．4附近 ，35    附 近 に 安定 す る か ら赤 血 球 容積 変動 の 原因 と

は 考 え難 い ．
6． 臍 帯 rft赤 nTLrk抵 抗 （Ribi6re 法 ） は 成 人正 常値 に 比 して 特に 減弱 は 認 め られ ず，溶 血 に よ る 赤 、血球 の 減

少 は 無 視 して よ い ．

　以 上 の 成 績 よ り，血漿 か ら 蛋 白 成 分 を 除 い た 液体 成 分 の ，血 管お よ び 血 球 内 ・外 の 移 動 が 出 生 後 数 時 間 を境

と し て 起 る 事 が 赤 血 球 諸 値 の 変動 の 主 体 を な し て い る もの と推論 し た ，

　　　　　　　　　緒　　論

　近代医学 の 進歩に つ れ，成 人 の 血 液循環は血行

動態の 面か らの み な らずあ らゆ る 角度か ら検討 さ

れて 来た が
，

一
方新生児の 循環ある い は血液 の 性

状に つ い て も古 くか らそ の 真相 を 解明すぺ く多 く

の 研究が重ね られ ， 解決の得 られた 問題 も多い ．

し か し胎児循環 よ り新生児循環 へ の 急激 な変化，

そ れ に対す る順応，個体 と し て完成された 循環へ

の 移 り変 りの 様相に つ い て は な お 未解決 の 問題が

少な くない ．新生児に お い て は 成人に比 し ， そ の

生理機能を知 る た め の 検査方法 ， 検査材料の 採集

な ど の 点 に 比較 に な らぬ ほ どの 困難を伴な い ， こ

れ が こ の 方面の 研究 の 進歩を 阻げて い る 1 つ の原

因で ある とい え よ う．

　新生児期に お ける血液成分 の 変動 に 関 して は諸

外国 に お い て も 本邦 に お い て も 幾多 の 研究が あ

り， 特に 逐 日的あ る い は 逐月的変動に 関 し て は ，

血 球成分
9）1Q）18）29 ） に つ い て の 問題で も， 生化学的

な 問題
2）t2）15）17 ）19 ）2：）2B）

で も多 くの 検討が行なわれ

て い る ．し か し 出生後24時間以内に お ける 変化は

最 も急激 か つ 多彩で あつ て到 底第
一日 と して 包括

し得な い もの がある ．文献的 に 第
一一・

口 に お け る諸

値 の 分散が比 較的大で ある の もその 時聞的検討の

不足に よ る もの と考え られ る ，

　新生児期 に おけ る赤血球諸値を左右す る因子 と

し て ， 臍帯結紮の 時期，結紮時 の 物理的条件 ， 分

娩状況 ， ある い は 児 の 状態な ど も問題で は あろ う

が．［血蔽 成分 の 変動 の ，決定的な因子とは考え られ

な い ．新生 児の 赤血球成分は毛細管血お よ び静脈

血 に 湘 い て 出生 直後よ り増加 し数時間で 最高値を

と り，以後再 び減少す る事実
18）

は比較的知 られ て

は い る が
， わ が国 に お い て は そ の 詳細な検討が ほ

とん ど行なわれ て い な い ．生後比較的短時間の 変

動に つ い て は ，Wcgelius31 ），　 Gairdner5 ）

」
Steele27）

等 の 研究があ り， 変動 の メ カ ニ ズ ム に 関 して もい

くつ か の 仮説 が提出されて い る が
5）21）27 ）， 再 び諸

値が下降する過程に つ い て は触れ られて お らず，

こ の 期間 に お ける逐時的追求は さ きに 述べ た 方法

論的 な困難性 もあ つ て ほ とん どな さ れ て い な い 状

態で ある．そ こ で 著者は 正常新生児に つ い て まず
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赤血球数，血 球容積，血 色素量 の 測定を出生 直後

よ り24時間に わ た つ て 逐時的に行な つ て その 変動

状態を明 らか に し ， 次 い で そ の 本態に 関す る推論

を 試うみ た ．

　　　　　　材料な らびに研究方法

　1963年 10月 よ り1965年 5 月 ま で の 20 ヵ月間に東

大附属病院産婦人科お よび 関東逓信病院産婦人科

に お い て 出生 した新生児 62例 を対象 と し た ．

　正常新生児として
， 毋 体に ， 妊娠時お よ び分

娩，産褥時異常な く ， 生後 1 分で の Apgar 　score

8 以上で 生後 1週間 ま で に 臨床的 に 異常を認 め

なか つ た もの を選ん だ ，児は 臍帯搏動停止触知後

臍帯結紮切断 し ， 全 身清拭そ の 他型 の ご とき処置

を 行な つ た 後，
温度22

°

〜 25℃， 湿度30〜60％ に

調整された 新生児室に 収容 し ，生後24時間迄安静

飢餓とした ．

　採血 は 児 の 足を 5 分間温湿布 して 毛細管血 を動

脈血化せ しめ た 後，足踵を メ ス で 穿刺 し湧 出す る

血液に つ い て 行な っ た ．血 球容積，mi漿　Na ，　ML漿

総蛋白測定 の た め の 採血 に は ヘ パ リ ン 処理 ガ ラ ス

毛細管（国産遠沈機）を 用い た ，血球容積の 測定に

は毛細管法
18）

を用 い
， 血色素測定は シ ア ン メ トヘ

モ グ ロ ビ ン 法
13 ）

に よつ た，赤血 球数は BUrker−TUrk

式計算板で 算定 し
1s ）

，血漿総蛋 白は血漿0 ，05cc を

用 い て Biulet 反応を 行なつ た
3s）．血漿 Na 測

定 は 焔光光度法
13）

に よっ た ．血清蛋白分画は ガ ラ

ス 毛細管に 採血後遠沈 し て 得 た 血清に つ い て ア

セ チ ル セ ル P 一ズ濾紙を用 い て 電気泳動を行な つ

た
  ．血 液PHは ヘ パ リ ン 処理 ガ ラ ス 毛細管 （Ra −

di・metcr ，　 C ・ penhagen） に 採血後 Astrup 皿 icr・e −

quipment （Radiemeter ，　 Copenhagen ）に よつ て

38DGで 測定し ，
　 Pco2 は Siggard

，
　Andcrsen ＆ En −

geL の Nomogram に よ つ て 求 め
24）

， 体温 で 補正

し た
25）．臍帯血 赤血 球抵抗は ，

Ribi6re 法
1B）

を用

い正常成人血 を対照 と し た ．体重測定は 新生 児怦

（村上工 機製作所）を用 い ，出生 直後お よび生後

24時間 （第 1回哺乳直前） の 2 回行な つ た ．

　　　　　　　　　 測定成績

　 A ，正 常新生児の 生後 24時間 に 翁 け る血球容

積 ， 血 色素量 ， 赤並1球数 の 逐時的変動に つ い て

　正常新生児25例に つ い て 出生直後 （出生後20分

以内）， 2 〜 4 時間 ， 6 〜 8 時間 ，
10〜ユ2時間 ，

15

〜18時 間 ，
21〜 24時間 の 6 回測定 し た ．各症例に

お け る 変動状態は 表 1 ， 2
，

3 に 示す ご と くで あ

り， 代表例 （奇数番号 の 症例を と り上げた ）お

よ び平均値，標準偏差を示 し た も の が図 1
，

2
，

3 ，で 各時間に お ける実測値 お よび 出生直後 の 値

に 対す る変化率の 平均値が表 4 に 示 さ れ る ．

　D　血 球容積

　血球容積は 出生直後に は平均 55．0± 3．3％e ， 信

頼度55．0± 1．3％o で ある が
，

2 〜 4 時間後に は急

激 に 上昇して 64．3± 5．05％（信頼度64．3士 2 ．2％）

とな り，増加率 の平均は ， 16．8 ：E3 ．8％で 推計学

的 に 有意の 増加 で ある （こ の 論文 に お け る危険率

は すべ て 5 ％以下 とする）．6 〜 8 時間で は なお症

例に よ つ て は 最高値を と る もの もあ る が多 くは 低

下 に転 じ ， 以後21〜24時間に お け る値ま で ゆるや

か に低下す る ．症例に よつ て は既 に 15〜18時間で

最低値 を示 し，以後ふ たた び上昇傾向を示す もの

もある．

　 2）　」rlL色素量

　血 色素量は 出生直後 17 ．55± 1．53　9　／dl （信頼度

工7．55± 0．639 畑） よ り 2 〜 4 時間値 20．87±

1　．　28　9　fdl（信頼度 20．87± 0．S3　9　！dl） と推計学的

に 有意 の 上昇を 示す （増加率 の 平均 ユ8．9± 5．0

％）．症例に よ つ て は さ らに 上 昇して 6 〜 8 時間に

最高値を と る もの もあ る が，多 くは 以後減少傾向

を示 し21〜24時間値 18．01± 1．41 剖 dlに 至 る ．

　 3） 赤血球数

　赤血 球数は 出生直後の　（480．8±25．4）　 xIO4

〔信頼度（480．8± 10．5） × 104〕か ら 2 〜 4 時間で

各症例 とも最高値を と り 〔平均 （568．8± 47．8）

×　IO4，信頼度　（568．8± 20．1） × 104〕以後下降

して 21〜24時間値 （ 477．1± 38．9） × 104〔信頼度

（477．1± 16．4） × IO4〕に 至 る ．

　 B ．正常新生児の 生後 24時間に おける平均赤血

球血 色素濃度 の 変動 に つ い て

　 先に述 べ た 血球容積，血 色素量 ， 赤血球数は相

互 に 平行的 に 変動 す る もの で な く， したがつ て

WintrQbe の 赤血球平均恒数 は 変動を示す事が想
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表 1　 血 球容積 の 時間的推移

時　 間

Case　 No ．

1234567

一
8

出 生 直 後

52％

62606154525460

9 57

10　 　　　 53

11 59
　 　 　 　 　 5012
　 − 113
　 　 　 　 　

・58’
14　　　　 51

2 − 4 （時間）

1増 加 率

6 −−8 10− 12 15− 18

」増加率

65　十25．O65
…
干2iπ6

…

72　十16．1

69　十15．0

68　十11．4

58　十 7．4

55　十 5．8
63　十16．6

73　十21．6

70　十12．9

64　十 6．7

72 十18．0
58　十 7．4

一
弱 十13．4

60　十11．5

68　十13．4

1増 加 率

56　十 1．1

67　十 8 ．1

70　十14．8

54　 　 0

57　十 9．6

59　十 9．2

65　十 8．3

増加 率

52　 　 　 0

66 十 6・4

62　十 3 ．3

67　十 8 ．5

52　 − 3 ．7

56　十 3．7

65　十 8．3

21− 24

65　十14．0

61　十ユ5．1
71　十20．4

59　十18．0

69　十21．1

57　十 7．5

66 十11．9

56 十12．0

　　　　　　　 66 十13．867　 十ユ5 ．5
60　十17．6　　　60　十17．6

15　　　　 56

161718 51　　　　　1　58　十13．7

67 ＋19・6167 ＋19・6

　　　　　　　 58　十 13．7

54− L＿＿1
54

64　十18．5

19　 　 1　 　 52

20 53

212223

　 　 24i
　 　　　　　　　　

　 　 　　

　u

　

255455

525762
　十14

862 　十1

D264 　十

．765 　十

．463 　十

．663 　十

 D168 　

19．366
十20 ．06

@十16 ．7

　十11 ．1

　十15 ．4

　十ユ8 ．9
　十16 ．6

　十14 ．6

　十13 ．4

　十14 ・2

4　十 16 ，

61

十7・ O3

　　　 0
加率 52　

064 　十

D262 　

3．364
十4． 95
@− 1 ．85

@十3 ．8 7　十 5 ．6

7　
十

1D6

7　　　0 　−1

70 ．り0 一 6D7

　

48D465

＋1

・21 十6．
一24 ρ0

056 　十

2．064
十10 ・ 3

　 十1376

@十8． 9
　
十9
，

59

　

9 ．2\6

．3

十5．958 　十3，6qD ．7

POFO 十 3 ．9

\5 ．6 　58　→ − 7．4

　　53 　−18 亙≡蕊一 匸54 ＋3・9

8＋塾生一1．．

＋5・75
@十5 ． 5
　　　 　　　55

十・1 ． 8
　十10 ．9

6　十7 ．
7

　十3 ， 5

　十10 ．9

7　十3 ．6

5　十5 ．8
8　十1 「．7
56　十 1．8
62　十 5．1

52　十 4．0

62　十 6．3

52　十 2・0

58　十 3．6

53　十 3．9

56　十 3．7

55　十 1．8

53　十 1．9

55 　 十 3 ． 857 　 十

D63

　十1 ． 9

　

175@36

表

@

色素

の時

的推

時　

Case 　

．

2345678

10112 出生直後 2−

i時間）

増加率

5．69l

．192

　　十

．1％119
．3

　　　　

．5　　

16．6

16．620 ，4

15 ，

16 ．

17．320 。5

．816 ．31

D516 ．9

． 3 　十 22 ． 36 −8 レ曽加19．7 　一壬一

．。222 ．5　
　

十16．6

18．9 　十 13．8　　　　　　　24．8　　十21．

22
．
6　十1Q．8

・7・5＋…
8匣：b一

・3・918 ．5

十　9 ．5 　　　　

　　18．6 　十10

020 ． ’8 　

20．224 ，6　

−20．021 ．5
十14．418 ．7

　十14 ．719 ．8　

14．322 ．2　

8 ．3

2．〇　　

17 ．

18 ．8

　 ÷15．
22． 8 　　十23 唖218 ．8

1q．［18 ．2．8 　　十 12 ．8 十7 ．7

0− 12 増加率

− 18 陣力巳率．

7・ 2 ＋10 ・31王
E0＋2・621 ．

@十10．9 　

　　　　　21．1　十

323 ・ ．4　

14，216 ．

@　十　5 ・ 1

．0　十　6． 51
D8　　十　8 ．7

．9　十6．819

8　　十　5 ．317 ．7　十
6
．6

．2　十8．8160 　十1．37
．8 　　十 　2 ．

21 ．7

　十　

ｿ918 ．6　

−　1．717 ．6

十8曾6　16 ．5　→

　1．219 ．5　　

　5．718 ．

@　017 ．2
十1．821 − 24

陣力嚀 15 ．4　

1．320 ．8　　

　7．816 ．9　

十　1．821
9　　→− 　 7．4

15 ．
3
　 − 3 ． 217 ． 8　十 5 ． 318 ． 2 　 　十 　
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表 3　 赤 血 球数 の 時 間 酌 推移

時　間

Case　 No ．

12345

出 生 直 後

435 × ユ04

519478488490

6 440
78 465510

9 561

1011 480495

12　　．．…．．　439

13　　 1　 510
ユ4　 一墨鍾
15　　　　 475
16Z7

一塗壁
　 487

18
ユ9

．− L972

20

471467

21 474

22 499

23 450

2 − 4 （時 間 ）

増加 率

1570　
．
十31．0％

610　　十17．5
530　十10．8

535　十 9．3
720　　十45．9

492　十 12．8

　 　6．．−8

　　　増 加 率 ｛

560　→
−28．7

10− 12

1駒 率1
15− 18 21− 24

「増加 率 増 加 率

510　 十 17凸2

576　十11．0

490　　→−　2．5
595　十21．9

i532　一
ト 2．5

486　− 0，4

514　十 4 ．9　 　 　 　 　 　 　 540　 十ユ0．2
　 　 　

−−．．−t　
　l−−− ー−

485　十：10・2　1490　十11 ・4

480　十 10．3　「450　十 3．4

518　 − 0．2　　　　　　　 521　十 〇．4

502　十 5・0

492　十 〇・8

543　十10．8

　 　 　 　 　 　
　　

574 　→
−23．4 　E570

　 　 　 　 　 − 」
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520　十 2・0

550　　− 　1．9　　｛ 542　　− 　3．4　　　470　　− 16．2 旨472　　− 15．8
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555　　＿卜26．5　　　500　　
一
ト13．9

560 ＋ 9．61583 ＋14，3
559　

．
二十二21．5　　　5そ｝ぎ

｝
千27丁8

’

470 　十　7．1　　 426　− 　3．O

1577 　．十．　13r2　．一．．
−

　　　　　　　　555 　十 8．6’
1528　十 14．8　1482　十　4．8　「475　→

−　3．3
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ぎ豆2

．』．
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．−
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2425
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一
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520　　十13．0　　 495　十　7．6
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535　　十 13．4
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52056

］

十11 ．3

十18．4

551　　十 10．2

549　　十22．0

563　　十10 ．3

519　十10・O
520　　十 10．4

537　十14．8
489　十 3．2

565　 十 13．2

480　十 6．3

469　 − 　1．3　　 439　 − 　7．6

455　 − 　1ユ　　　449　　　　2．4
460　 − 　5．5　　 470　 − 　3。5

580　　一ト・20．0

457　 − 3．2

484　十 2．7466

　 − 1．3

432　 − 8．4

512　　十　7．4　　484　十 　ユ．5

500 　十 5．5　　　一

514　−f− 3．0　　522　十 4．6
460 　　十　2 ．2　　…454　　十　〇．9

蠶1端 」1噐
一　3．3　　 483　　− 　5．8
　 　 　 　 　

十 1．2　1502 　十 3．9

像され る ．そ こ で 平均赤血 球血 色素濃度 （Mean

Corpuscular　Hemoglobin 　Concentration
，
　M ．C ．H

・・一一聖、嬲
） ・ 1・・）を ・ ・上 げ・ mx 数増

加期 （2 〜 8 時間）と血 球数減少期 （10〜18時間）に

お け る値の 間に 差が ある か 否か を検討した ．結果

は
， 出生直後 31．72± 1．68％ ，

2 〜 8 時間 32 ．81

± 1．13％ （変動率 の 平均 3．43％），10〜18時間

3L68 ± 1．ヱ9％ （変動率 の平均 一〇．12％） で あつ
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図 1　血 球 容 積 の 時間 的 推 移

7 11 亅5　　　 19

図 2　 血 色 素 量 の 時 闖 的 推移

　 　 23
出 生 後時 問

表 4 　新 生 児 血 球 容積 ・血 色 素 量 ・赤血 球数 平 均 値

血

球
容
積
％

Hb　G ／di

2

　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　 変 動率 ％

時 間 靆 鮭 変鯔 囲 凝罐
　　　　　　　　 一一1．＿　　　 準癧差 ）
出 生 直：後i　55．0±： 3，3．　51〜62

2〜 46

〜 810

〜1215

〜1821
〜24

出 生 直 後

64．3± 　5 ，0

63．0± 　4．2

59．6± 4．2

55〜7356
〜70

57。2± 4．6

　 53〜70

厘麺 一
　 48〜64

16．8：ヒ 3．8
．14．5±　2．2

8 ．3± 3．5

3．6± 3．9
5垈．5± 4．7i
17．55± L53 ユ5．6〜20．5i2

．6十 3．9

コ

旨旺
2〜 4

色 　　6〜 8
甕

’
10〜12

翻115〜18

　

　

40

赤
血

球

数

刈

21〜24

出生 直後

2〜 46
〜 810

〜エ2

20．87±1．28工7．5〜24．618 ．8± 5，0

20．49± 1．6018 ，0〜24．816 ．8± 5．O

19．07±1．2416．6〜23．4 　8．2± 3，2
18．12ゴ：1．40 ユ6．0〜22．2　2．9± 3．1
18．07± 147115 ．3〜22．3 　2．8± 3．4
480．8±25，4　435 〜 519

568．8±47．8　490〜 7201
　 　
18．4±10．4

544．4：辷40．1　470〜 583
520．3±41．8　430〜　589

15〜ユ8　 　　 　 490．6±30．0　442〜　563
121〜24　　477．1±38．9　408〜　534

13．7十 8．2
7．8± 8．3

2．1± 7．4
一〇．6十 6．4

RBC

一
3　　　 7 15　　 　 19　　 23

　 　 　 出 生 後 時間

図 3　 赤 血 球 数 の 時 間 的 推 移

一 ＿一＿ ＿＿
　 　 3　　　　7　　　　11　　　 15　　　　19　　　　23
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 出 生 後 晒 閤

たが ，
こ の 増加お よ び減少は推計学的に 有意で あ

る ．すなわ ち M ・C ・H ・C ・は 2 〜 8 時間では有意

に 増加 し，10〜 18時間で は ， 2 〜 8 時間に 比 し て

ふ た たび有意 に減少す る ．

　C ．正常新生児の 生後24時間に おけ る体重減少

｝こつ い て

　 生後24時間に おける体水分喪失量 を推定するた

め に 体重減少量 を測定 した ．正常新生児50例に つ

い て 生下時お よび生後24時間 目 （第 1 回哺乳開始

直前） の 2 回体重測定 し た結果は ，生下時体重26

40〜38009 （平均31509 ），24時間後 の 体重減少は

70〜 1809 （平均 1309 ），減少率は 2 ．4〜 5．7％

（平均 4．3％） で あつ た ．

　 D ．正常新生児の 生後24時間に お け る 血 漿 Na

の 逐時的変動に つ い て

　細胞外液に お け る陽イ オ ン の 大部分を占め
， 滲

透圧形成 に主要な役割 りを 演 ず る 血漿 Na の 逐

時的変動 ， すなわ ち血管内水分保持に影響す るほ

どの 変動の 有無 を知 る た め に 出生直後， 2 〜 4 時

間 （血球数増加期）， 18〜24時間 （血球数減少期）

の 3 回 に わ た り10例 に つ い て 測定を行なつ た ．

結果は図 4 に 示す ご と くで
， 各時間 に お ける平均

値は 出生直後 137．9±： 4 ．2mEq ！l （変動範囲 130
〜 140　mEq ！l，信頼度 137 ．9 ± 3．OmEqfl ）， 2 〜

4 時間 138 ．2± 3．7mEq11 （変動範囲 132〜 144
mEq ！1， 信頼度 138 ．2 ± 2．6mEq ！1）， 18〜24時間

140 ・9 土 5 ．6　mEq ！l （変動範囲 132〜 152　mEq11
，
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図 4　 血 漿値 の 時問的 推 移

mEq ／1

［4 三≦
．．

［313
　 　

−一一

12
　 − ＿ 一一 一．t＿＿

36912151821
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 出 生 後軈 間

蛋白量 の差 の平均値は 0．58± 0．249 畑であ り，
こ

の 減少 は 推計学的に 有意で ある ．

　2） 血 清蛋白分画の変動

　前述 の 総蛋白量 の 低
．
下に 蛋 白分画比の 変動が伴

な うか 否か を検討 し た ．新生児 10例 に つ い て 生後

2 〜 4 時間お よ び 18〜24時間 の 2 回 ， 蛋白分 面比

を測定し た （表 5 ）．各時間 に お け る 平均値お よ

表 5　 エ缸清 蛋 白分 画 の 変 動

信頼度 140 ．9 士 4 ，0mEq ！1） で ある ．こ の 平均値

の逐時的上昇 は推計学的に は有意で はな く， また

図 4 に み られ る よ うに 各症例で の 変動状態 も
一定

の 傾 向を有しない ．す なわ ち血漿 Na の 変 動は

24時間以内で は無視出来 る程度の もの で あ る ．

　 E ．正常新生児 の 生後24時間に お ける 血漿総蛋

白質 の 逐時的変動お よ び蛋白分睡 の 変動に つ い て

　 1）　」血漿総蛋白質の変動

　20例 に つ い て 出生直後 ，
2 〜 4 時間 J6

〜 8時

間 ，
10〜12時間，21〜24時間の 5 回測定 した結果

は （図 5 ）， 出生直後 6．57± O．489fdl （変動範囲

図 5 　新 生 児 血 漿総蛋 白質 の 時 間 酌 推 移
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　 出生 後 時 間

5．8〜 7．4信頼度 6．57± 0．22），
2〜 4 時間6 ．6G士

O ．48 （変動範囲 5．9〜 7・3
， 信頼度6 ．60 ± 0 ．24 ），

6 〜 8時間 6．30±O．57 （変動範囲 5．5〜 7 ．2
，

信頼度6．30± 0．29）， 10〜12時間 6．18± O ．54 （変動

範囲 5．2〜 7．0，信頼度6．18士 O．29），21〜24時間

5．99± 0，52 （変動範囲 5．2〜 7．0， 信頼度5 ．99 士

0．24）で あ り，出生直後お よ び 21〜24時間後の 総

び標準偏差は 2 〜 4 時間， albumin 　60 ．06± 5．07

％
，
α 1
−globulin 　4．10士 1．08％ ，

α 2
・globulin　8．01±

L93 ％，　β
一globulin 　8．98 ± 2．09％ ，

γ
一globulin

l8．85士 3．63％ ，
18〜24時間，　 albumin 　60．63±

5．01％ ，　α 1
−globulin　4．30 ニヒ 0．83％， α2

・globulin

7．93± 1．63％ ，　β
一globulin　8 ．48± 1．26％ ，　γ

一gl−

・bulin　 18．62± 2．80 ％ で あ っ て 両時間 の 内に分画

比 は 変 化 し て い な い ．

　 F ．正常新生児の生後24時間に お け る血 液PHお

よび Pce2 の逐時的変動 に つ い て

　赤血球容積を 変え る 条件 とな り 得る 血 液pH，

Pco2 の 変動状態を検討するた め に新生児16例に つ
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図 6　 血 液 Pco2，　pH の 時間 的 推 移
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 出 生後 P
’
｝間

い て 出生直後 ，
2 〜 4 時間， 6 〜 8 時間，10〜12

時間，18〜24時間の 5 回に わ た り足踵動脈化毛細
aSB

　1［Eの PHお よ び Pco2 を測定 した （図 6 ）．各時

間に お ける平均値 お よ び 漂準偏差は PHは 出生 直後

7 ．243土 0．055 ， 2 〜 4 時間 7．348± O．048， 6
〜 8 時間 7，382 ± 0．029

，
10〜12時問 7 ．384 ±

0．021，18〜24時間 7．39ユ± O．0ユ9
，

Pco2 は 出生

直後5Q，0± 5．6皿mHg ，
2 〜 4 時間37．5± 5．3皿mHg ，

6 〜 8 時間 34 ．2士 2 ．5n  ｝亀，
10〜 12時間 34．0±

・3　．2　m皿Hg，18〜24時間33，5± 2 ．7  Hgで あつ た ．

　 G ．新生児赤血球抵抗性 に つ い て

　溶血に よる血球減少の 可能性を検討す る た め に

赤血 球抵抗性を測定した ．15例 の臍帯血に つ い て

実施 した結果 は
， 溶 血開始 （最少抵抗） 0．44〜

0・38驚， 平均 O．405％ ， 溶 」血 完了　（最大抵抗）

0・34〜0・30％ ， 平均 O．31，1％で
， 成人正常値に 比

し赤血球抵抗は決 して 少な い とは Z，　・ え　tsい ．

　　　　　　　総括ならびに 考案

　正常新生 児 の 血球成分の 変動に 関 して は
， 問題

が 日常 し ぽ しば遭遇す る も の で あるだけに 古 くか

ら多 くの 報告が あ り， 24時間内 の 変動 に つ い て

も， 血 球容積，血色素量 お よ び 赤血 球数が 出生直

後か ら数時閥内に増加 し，そ の 後減少ず る とい う

事実 に 気づ か れ て は い た が
， そ の 詳細に 関す る検

討が特に わが 国に お い て は ほ とん ど見当ら な い と
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い つ て よ い ．

　 出生後数時間に あけ る赤血球諸値増加の メ カ ＝

ズ ム に つ い て は
， 水分摂取が な い た め の 脱水 ， 骨

髄か らの 赤血球放出，血球分布 の 変化，血漿成分

の移動等の 諸説が あ り，GairdnerS ）
は 生後 0 〜 8

時閲に お ける   　血 色素量 の 上 昇　  　平均赤血

球血色素濃度 の 上昇  　血漿蛋白量 の 増加  　血

漿 Na 値の 不変等 の 事実か ら，血漿 か ら蛋白成分

を除い た液体成分 の r匪管外移動 を推定 しそ の 量を

計算 し て い る ．Steele27）は 1311
を用 い て も出生15分

後44．5cc！kgあつ た 血漿量が 2 時 工5分後に は 40，5

cc ノ  に な る事か ら血漿量 の 減少を確認 し ， こ れ ら

か ら出生直後 の 赤血球諸値 の 増加 は 血漿成分減少

に よ る見 か け の 増加 に す ぎな い とみ なされ て い る

が，それ で は増加 に 続 く減少は 循環動態上 か らは

何 と解釈す べ きで あろ うか ．著者は 生後24時間内

に お ける赤 血球を中心 とする諸値 の 変動を分析し

た結果を文献的に比 較検討 した ヒ，増減の 本態に

関 し て 若干 の 推論を試み た ．

　 A ．正常新生児の 生後 24時間 にお け る 血 球溶

積 ， 血色素量 ， 赤血球数 の 変動に つ い て

　出生当日 の こ れ らの 値の 文献中 ， 時間的記載の

明瞭な もの を拾 つ て み る と， Haden11 ）

， ぽ生後11

時間値 （静脈血 ）と し て 血色素量 15．69 齟，赤血

球数 457 × 104
，

F缸 en2
）

は ユ〜 12時問値 （毛糸田

管血 ）血 色素量 23 ．2　9　i
’
dl， 赤血球数 578 × 1G4，

Andersen1） は 24時間値 （毛細管血 お よ び 静脈血）

血 色 素 量 17．9 （22〜13） 9 畑 ， 赤⊥血球数 480

（600〜 380） × 104
，

Wegclius31 ＞
は 生直後よ

り 6 時間ま で の 変化を詳細に 追求 し て （末梢静脈

血 ）血球容積は 生下時 57，2％ ，
2 時間値64・1％ ，

血 色素量は 生下時 12　．0　9　！dl， 2 時間値 17〜 21％

増 ， 赤血 球数は 生下時 430 × 104
，　 2 時間値 500

XIO4 と報告 して い る ．　 Gairdner は臍帯血お よ び

静脈血 を用 い て 出生直後か ら生 後 8 時間 ま で を観

察し，血色素量は臍帯血 16．6± 1．969 畑 ，
1〜 8

時間値19．1± 2．36　9　！dl， 血 球容積 の こ の 時間内に

お ける上昇は血色素量 の 上 昇よ りも小で ある と述
べ て い る ．わ が国に お け る報告と し て新tats＞は 0
〜12時間 お よ び 12 〜 24時間 の 末梢血 に つ い て 血

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

1148− 78 正 常 新 生 児 の 出 生 後24時 間以 内 に お け る 血 液成 分 の 変 動 に 関 す る 研 究 　　日 産 婦 誌20巻 9 号

色素量 22 ，64 剖 dl， 22　．　65　9　！dl，赤血球数 616 ×

1び
，

613 × 104と報告し
， 菅野

28）
は 24時間後 の 末

稍血 に つ い て 血 球容積 59 ．5 ± 1．7360
， 血色素量

14．9± 6．05％， 赤血球数　（ 581± 正1 ．68） × 104

の 値を報告し ， 竹内
29 ）

は 出生直後， 6 時間，12時

間，24時間の 末梢血 に つ い て 血 色素量は 130％，

140％， 132％ ，
128％，赤血球数は 495 × IO4，

564　×　IO4
，

482x104
，

497 × 104の 各値を挙げ て

い る ．

　 これ らの 諸値は サ ン プル 採取 方法，採血 時期，

測定方法が ま ち ま ち で あ るた め ，著者 の 得た値 と

此較を試み る事は 困難で あ るが大略 の 傾向をみ る

に ，
0 〜 4 時間 で は血球容積，血 色素量は W ’

eg ・liu・

とほ ぼ
一
致した値を示 し ，

0 〜 8時閭の血色素量

は Gairdner の もの とほ ぼ
一致 した値を示 し，竹

内り赤血球数 と は 生 直後，
6 時間値，24時間値で

は ほ ぼ
一

致 し た 値を とるが ，
12時間値は著者 の 方

がや や高い値を得て お り，皿 の A に 述べ た よ うに

血球容積， 血 色素量，赤血 球数 の 諸値が 出生後 2

〜 8 時間に上 昇し，24時間に かけて 下降する現 象

は間違い な い とみ て よい ．

　 B ．生後24時間 の 平均赤血球血色素濃度の 変動

に つ い て

　 生後 24時間 以 内 の M ・C ・HC ・値 とし て は ，

Andersen は 31．0％ （33．1〜28．5％） と 報告 して

い る ．M ．C ．H ．C ．値 の 変動に 関 し て は新生児期 に

は ほ ぼ不 変 とい う報告 もあ り， Wegelius は生下

時31 ．9％ で 52時間後ICも変化を認め て い な い ．一

方 Guests）10） は臍帯血 32 ．6％， 1 〜10 日で 34．3％

と軽度上 昇を認め
，

Gairdner は 鵬帯血 32．3％ ，

1 〜 8時間で 有意 の 増加 を示す と述 べ て い る ．著

者 の 得た値は 直後 31 ．72 ± 1．68％で 前述 の 文献的

諸値とほ ぼ一致 し
，

ま た 2 〜 8 時閥で は 32．81±

1．13％ と増加を 認め る 点で Gairdner の 報告 と一

致す る ．

　 C ．出生後24時間に おけ る体重減少か らみ た水

分喪失量 に つ い て

　 こ の期間の体重減少の 要素と し て は   　胎便排

出  　水 分喪失，す なわ ち i ）尿排泄 （分娩前お

よ び 分娩後 に 分泌 され る も の ） ｛i） 不感蒸泄 

胎脂喪失  　羊水 卩区吐  　臍帯断端乾燥  　 エ ネ

ル ギ ーと し て 消耗 され る 脂肪 ， 蛋白質 ，
グ リ コ

ー

ゲ ン 等が あげ られ る ．  に つ い て は 0 ’Brien2°）

は 3，79 ノ  休重 の 値を あげて い る・      は
一

応

無視 出来 る量 と考 え て ，   に 関し て は Standard

metabolism 　 2．OOCali
’kg！h1G

）
と し，エ ネ ル ギー

代

謝に 消費され る炭水化物 と脂肪 と の 比を仮 に 最初

4 時間を 66 ： 34，そ の 後の 20時間を 30．4 ：69．6と

すれ ば 24時間内 に 消費され る量 は炭水 化物 7．9

κ ，脂肪13．59 とな り計約209 で あ り，代謝 の 結

果約 24CC の 代謝水を生 じ る ． したが つ て 平均休

順：31509 の 新生児の 体重減少 1309 の 内胎便量は

O ’Brien の 値 か ら 約129 で 水分喪失景は 約 120

9 とな る が ，24時間に 生ず る代謝水 が約249 で あ

る の で
， 正味失なわれ る体水分量 は 約 1009 と考

え られ る ．こ れ は 体重 の 約 3 ％ に 相当す る量で あ

る が，こ の 値は脱水症 と し て は軽症 に 属 し ， 血漿

Na の 増量 あ る い は 循環血 漿量 の 減少を来た す事

の な い 程度 の もの で ある ．こ の事か ら考 えれば，

た とえ24時間飢餓に し て も体水分全体 の 脱水は 問

題に な らず ，
ifE液濃縮の 原囚 は 他に 求む べ きで あ

ろ う．

　 D ．血漿 Na の 逐 時的変動に つ い て

正常新生児の 生後24時間以内に お け る血漿 Na 値

に つ い て は Bruch2 ）
，
　Overman22 ）

，
　Gairdner5）

， 窪

Uii
「°）

， 等の 報告が ある が ，　 Bruch に よ れ ば生後第
一

日は 144．6± 3．lmEqfl で あ り，
　 Overman の

報告で は生下時静脈血 の 値は 134± 28 皿 Eq ／1，24

時間後 の 値は 140 ± 4．4mEq ！l で ある．Gairdner

は 臍帯血 ユ45mEq ！1， 1〜 8 時問値 146mEq ！1 で

両 者間 に 有意差 が な い 事を み て お り，
ま た 窪田

は 4 時間値 138± 2 ．74mEq ！lと報告 し て い る が
，

著者 の 成績で も各時間 に お け る平均値は い ずれ も

正常範囲に あ り，時間 の 経過 とともに多少上昇傾

向を示すもゐの 有意 の 上昇 とは 認め られなか つ

た ．

　 E ．血漿総蛋 白質 の逐時的変動お よび蛋白分画

比 の 変動に つ い て

　 新生児の生後24時間以内の血 漿 （清）総蛋 白に

関す る報告をみ る に （測定法 の 記載は 省略す る），
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　Overman22 ）
は 出生直後 6．2± 0．579 畑 （5．1〜

　 7．5），24時間後 6．1± 0 ．79 恩 （4 ．2〜 6 ．3）

　の値を挙げ ， 窪田
15）

は 4 時間値 5．9 ± 0 ．59　9，／alと

報告 し て い る ，生 後の 逐時的変動 に 鬨 し て は ，
Wegelius3i）は 2 時間後 の 軽度上 昇に 注 目し ，

　Gair−

dner5 ）
は 1〜 8時間 内に 17例中 11例 に 6 〜209e の

増加をみ て い る ． また Graham7 ）
は 生下時6．12

　9　／d1， 4 時間値6．049 〆dl， 8 時間値5・89　9　！dl， 12時

間値5．989 俎 ，
24時間値5．71　9　！dlの 値を挙げ，こ

の 逐時的低下 の 意味は 不明で ある と述べ て い る．

著者の 得た値は 2 〜 4 時間値は 6 ．60 」：O．4891dlで

Wegelius
，　
Gairdner の 報告 と

一一
致す る軽度 の 上昇

を示 し
， 以後の 値は 5 ．99± O．　52　9　fdl（24時H・：値）

ま で低下 の 傾 向を 示 し
，

これは Graham の 報告

　と
一

致す る ．

　　こ の 赤血 球諸値 の 変動 に伴な う総蛋白量 の 増減

は 何 らか の機転に よる血 液 の 濃縮 ， 稀釈を思わ せ

る変化 で あるが ，も し も こ の 減少が飢餓に よ る消

費ある い は蛋白の 血管外漏出に よ る もの とすれば

そ の 変化 は まず ア ル ブ ミ ン に お きる はずで ある

が，前述 の ご と く分画比は 2 〜 4 時問値と18〜 24

時間値 との 間に差が認め られ なか つ た ．すなわ ち

血漿総蛋白 は ， 各分画濃度比が 変わ る事 な く総濃

度が低下す る もの と言 え よ う．

　 新生児 の 血清蛋白分画 に関 して は比較的文献に

乏 し い が ，Oberman19 ）
は 臍帯血 セこ つ い て albumin

　50 。27± 　L6389e，　α 1
−globulin 　6．42± 0．33％ ，

α 2
−globulin 　10 ．92± 0・449％ ，　β

一globulin 　11．79
士 0・927600

， γ
一910bulin 　 20．57± 0．779％の 値を

挙げ ， 松木
17）

は 第 一
日 の 大腿静脈血 に つ い て

・ L52 ・99± 4．33％ ，
α、

−gl　5．72 ± 0．68％，
α2
−gl

．8．05± O．81％ ， β
一gl　 10．65± O ．92％，　γ

一gl　22 ．59
± 2．02％ の 値を得て 新生児で は 成人に 比 して γ

一gl

が高 く， α 一gl十β
一gl が低 い と述 べ て い るが ，著

者が得た 値は 成人正常値 （a162 ．1％， α一gl　8 ．1

％ ， β
・gl　l1 ．8％ ， γ一gl　17．9％）

37）
に近い 値を とっ

て い る ，

　 F ．」血液PHお よ び Pco2 の 逐時的変動に つ い て

　 さ きに述 べ た 様に M ・C ・H ・C ・の減少は赤血球
一

箇中の 血色素％ の 減少すなわ ち赤血球中 の 水分
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の増加を思 わせ る所見で あるが ， 赤血 球容積を変

ず る条件 と して血液 pH ，　Pc・ 2 等 の 変化 を考慮し

な けれぽ な らない 。

　 生後 24時間以内 に お け る 血 液pHお よ び Pco2 の

変動に 関し て は Hoag12）
，　Overman22 ）

，
　Graharn7｝S），

Weisbrat32）
，　 Gandy6 ）

， 等の 報告があ る．　 PHに つ

い て は Overman は 出生直後静脈血7．33
，

24時間

後静脈血 7．43の 値を得て お り， Graham7 ）
は 足腫

毛細管血 に つ い て 生 ド時7．34 ± 0 ．047
， 生後 4 時

間値 7．40士 0．042，同 8 時間値7．41 ± 0 ．04の 値を

得て 新生 児で は 生後 4 時間ま で に 成人の 正常範囲

に 入 る と結論 し て い る ． Weisbr 飢 は 左房血 に つ

い て 生後 1時間値 7．304± O ．023
， 同 3 時間値

7．34］± 0．030とやや低い値 を得 て い る ．Pc ・
2に

つ い て は Graham8 ）
は 生下時35  ｝塊， 生後 4時間

値30mm｝Hg，同 8 時間値 371nmHgと報告 し
，
　 Weisbrat

は 生 後 1 時間値 38．8± 7 ．3   ｝  ， 同 3 時間値38．3
止 6．lmmHg，同24時間値33．6± 3．6mm　Hgとい う結

果 を得て い る ．pH ，　Pco2 を始 め とす る酸塩基平

衡問題 に関す る 因子 の 測定の 場合， 採血部位 ， 採

血条件等が結果に お よ ぼす影響 の 非常 に大 きい 事

は す で に Peters2s）
，　 Hoag12）

等 の 指摘 した ご と く

で ある ．また 成人で は 動脈血 と動脈化毛細管血 と

の 諸値 の 間に は きわ め て 良好 な
一
致が み られ る

が，新生児 の 場合は 生後 3 時間以 内で は 毛細血管

法で は PH値は やや 低 く，
　 Pco2 値は や や 高 く出る

事が指摘 されて お り
6）

， 毛細管血法に よる著者の

値が左房血 に よる Weisbrat の 値 に 比 し て 生直後
お よび 2〜 4 時間値に お い て PHが やや低 く，

　 Pc・ 2

がやや高い 傾向を示す の も 1 つ に は毛細管血 法 と

い う事に 由来す るもの と思われ る．し か しそ の 他

は 文献値 とほ とん ど大差な く，か つ 6〜 8 時間以

後 7 ．382± 0．029で ほ ぼ
一
定し て しま うの で 赤血

球容積変動は pH ，　Pco2 の 変化に 関係が あ りそ う

に 思わ れな い ．

　 G ．赤血球抵抗性 に つ い て

　さ らに 赤血 球成分 の減少に つ い て は 溶血 の 問題

を考 えね ばな らず ，
こ の 点か ら赤血 球抵抗性を

検討 し た 結果 で は 最小抵抗 0．405％， 最大抵抗
0，3エ1％が正常成人値

ls）3°｝
の 最小抵抗 0．44〜0 ．42
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％，最大抵抗O．34〜0．32％に 比 し て 決 し て 減弱 し

て い る とは 言え な い が こ れは Findlay4） 等 の 結果

と
一

致して い る ．こ の こ とか ら溶血に よ る絶対的

な赤血球減少がお こ っ た の で は な い と言 えよ う．

　以上 の 事か ら赤血球諸値 の 変勤に伴 な う分劃変

化 の な い 総蛋白量 の 増減は 血液 の 濃縮 ある い は 稀

釈 ， すなわ ち 血管内外 ， 血球内外 で の 水分 の 移動

に よ る 血漿景，血 球内成分 の 変動が現象の 主体 と

い う事が 出来 よ う．す なわ ち Ga ．irdnerの い うよ

うな血漿か ら蛋白成分を除 い た液体成 分の 血 管内

外 の 移動が 出生後数時間を境 と し て 起 つ て い る も

の と推論 した 。こ うし た現象の 本態は な お 不 明 で

ある が
， 分娩 と い う　stress を経過 した児 の 心肺

機能， 腎機能，末稍循環の 改 薄，ADH ，　aldostm
〔
en

の 反射的分泌等の 各種 の 因子が ， 複雑 に か らみ あ

つ て い る もの と思わ れる ．

　 稿 を 終 る に 臨 み ，終 始 御懇篤 な 御 指 導並 び に 御 校 閲 を

賜 つ た 恩 師小 林降 教授 並 び に 直接 に 御指導 を 賜 っ た 坂

元 正
一

講 師 に 謹 ん で 感 謝 の 意 を 表す る と 共 に ， 本 研 究 に

御 協 力 を い た だ い た 東京大 学 産科 婦 人 科学 教 室 員各 位

に 深 謝 い た し ま す．尚，本 論 文 の 要 旨 は 昭 和40年第 1 回

新 生 児学 会 に お い て 発 表 L た ，
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